
　海辺に行くと、きれいな砂浜にたく
さんのごみが散乱している。近年、そ
うした光景が多く見られるようになっ
た。ごみの多くはペットボトルや食品
容器、コンビニの袋など日常生活に使
用されるプラスチック製品である。プ
ラスチック製品は大量に生産、消費さ
れ、その一部が回収されないで環境中
に捨てられている。
　実は、海岸に散乱するプラスチック
ごみの多く（60～ 70％）が河川から流れ
出たものである。河川から海に流れ出
たプラスチックごみは世界中の海にひ
ろがり、さまざまな環境汚染や生態系
への影響を引き起こしている。

　20 世紀初頭から石油化学の発展とと
もに、数多くの優れた合成高分子、つま
りプラスチックが生み出され、衣食住だ
けでなく、各種産業、運輸、建設、医
療、レジャーなどのさまざまな分野で使
用され、私たちの生活を支えてきた。プ
ラスチックの生産量は年々増えており、そ
の量は現在 3億 ton（2012 年の生産量は
28,800万 ton）を超えようとしている。
　プラスチックは安くて、便利で性能
に優れている反面、自然環境中で分解
されにくいため、廃棄処理問題や生態

系への影響などが懸念されている。近
年、プラスチック廃棄物による環境汚
染は陸上だけでなく海洋でも多く起
こっていて、海洋に流出したプラス
チックごみを海亀や海鳥が飲み込んだ
り、オットセイ、アザラシなどの海洋
動物に漁網やロープが絡んだりといっ
た生物被害例が数多く報告されている。
　国連環境計画（UNEP）によると、海
洋に流出するプラスチックごみの量は
年々増えていて、これらのプラスチッ
クを餌と間違えて飲み込んで、毎年100
万羽以上の海鳥と10万頭以上の海洋哺
乳類が死んでいると報告されている。

　世界の海に一体どのくらいの量のプ
ラスチックが流出しているのだろう
か？
　海洋に流出するプラスチックの量につ
いてはこれまで明確なデータはなかった
が、最近になってアメリカのジョージア
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大学の研究チームが海に面する192カ国
について、海沿い 50km 以内の人口密
度、1人あたりの廃棄物の排出量、廃棄
物に含まれるプラスチックの割合、不適
切に廃棄処理される割合などのデータを
基にした数理モデルを使って、海洋に流
出するプラスチックごみの量を試算してい
る1)。これによると1年間に世界の海に
流出するプラスチックの量は世界全体で
480 ～ 1,270 万 ton（2010 年試算）に達
すると推定されている。最も多いのが中
国で、その量は 130～350 万 tonとなっ
ていて、世界全体の流出量の1/3 程度
（約 28 %）を占めていた。
　世界経済フォーラム（本部：ジュネー
ブ）は、プラスチックの生産量の増大と
ともに海洋に流出するプラスチックごみの
量は今後も増え続け、2050 年には海に
流れ出るプラスチックの量が海に生息す
る魚の量を上回ると予測していて、プラ
スチックごみの海洋への流出を防ぐ対策
の強化の必要性を指摘している。

　2014 年に国連環境計画（UNEP）は、
「世界で新たに生じている環境問題」と
して海洋に流出するマイクロプラスチッ
ク問題を報告している。マイクロプラス
チックとは、海洋に流出したプラスチッ
クのうち、大きさが 5mm以下の小さな
ものをいい、発生源により2 種類に分
けられる。
　一つは、私たちの身の回りのプラスチッ
ク製品の原料として使われる樹脂ペレッ
トや化粧品（洗顔料、石鹸、シャンプー
など）などに使用されるスクラブ剤、工

業用研磨剤などであり、家庭の洗面所・
お風呂場やプラスチック製造工場などか
ら流れ出たものが、下水道、河川を通し
て海に流れ出るものである。これを1次
マイクロプラスチックという。
　もう一つは、海に流れ出たプラスチッ
ク製品が紫外線や外的な力（波浪や摩耗
など）を受けて、徐々に劣化し、小さな
破片状（5mm以下）になったもので、こ
れを2次マイクロプラスチックという。

　近年、世界各地の海域でこうした微
細なマイクロプラスチックの漂流が確
認されており、その数は推計して5兆
個以上あるといわれている。
　日本周辺の沖合でもマイクロプラス
チックの漂流が確認されている2）。
　これらのマイクロプラスチックの多
くはポリエチレンやポリプロピレンを
素材としており、海水に浮くという特
徴をもっている。そのため、海に流れ
出ると海洋を浮遊・漂流し続け、世界
中の海へと広がっていく。
　近年、私たちの身の回りで使用される
洗顔料や歯磨き粉、ボディソープなどの
化粧品に含まれるマイクロビーズ（マイク

4 マイクロプラスチック問題

写真2   海岸に散乱する大量のマイクロプラスチック
　　　  （1次及び2次マイクロプラスチック）
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ロプラスチックの一つ）による海洋汚染
が世界的な問題として注目されている。
化粧品に含まれるマイクロビーズは肌の
汚れや古くなった角質を除去するのに、
いわゆるスクラブ効果があるといわれて
いることから、多くの化粧品に添加され

ている。スクラブ剤には元々クルミやア
プリコットなどの天然の素材が使用され
ていたが、十数年前から、安価で、粒
径が均一なプラスチック製ビーズが普及
しはじめた。プラスチック製マイクロビー
ズには、現在、安価で比重の軽いポリ
エチレンが多く使用されている。マイクロ
ビーズの粒径は 1mm以下（数十～数百
µm）の大きさで、一本の化粧品チューブ
（100 g 前後）に数十万個から数百万個
のマイクロビーズが入っている。
　化粧品に入っているマイクロビーズ
はあまりにも小さいため、家庭のバス
ルームや洗面所から下水処理施設の
フィルターを通過して川や湖、海へと
流れ込んでいく。
　海に流れ込んだ無数のマイクロビー
ズは海面を浮遊しながら世界中の海に
広がっていく。アメリカの五大湖（エ
リー湖）の漂流物調査では、多い場所
で1km²あたり60万粒のマイクロビー
ズが回収されている。海洋に流出する

マイクロビーズの量は毎年数百万ton
に達すると推定されている。

　近年、海洋に流出したマイクロプラ
スチックを、動物プランクトンや小魚
や海鳥が間違えて飲み込んでいる事例
が数多く報告されるようになった。欧
州では北海の養殖場のムール貝やフラ
ンス産のカキの身から微小プラスチッ
クが見つかっている。日本でも、東京
湾からマイクロプラスチックを飲み込
んだカタクチイワシが漁獲されてお
り、マイクロプラスチックによる海の
生態系への影響が懸念されている。
　また、プラスチック製マイクロビー
ズは環境中（海水）から殺虫剤や難燃
剤などの有害化学物質を高濃度に吸着
する性質がある。マイクロビーズを食
べた魚が体内に有害化学物質を蓄積す
る恐れがあり、食物連鎖により人にも
深刻な影響を与える可能性があると指
摘されている。
　海洋に流出するマイクロプラスチックは
疎水性で（水に溶解しにくい、水に混ざ
りにくい）比重の軽いポリエチレンやポリ
プロピレンが多い。これらのプラスチッ
クは海水中に溶けている微量の汚染化
学物質（POPs：残留性有機汚染物質）
を吸着しやすいという性質をもっている。
海岸に散乱したり海洋を漂流しているマ
イクロプラスチックの化学分析を行うと、
海洋汚染化学物質として知られるポリ臭
化ジフェニルエーテル（PBDE：プラスチッ
ク難燃剤に使用）やポリ塩化ビフェニル
（PCB：コンデンサーなどの絶縁油）が

5 生態系への影響

写真 3   化粧品（洗顔料および練り歯磨き）に入っ
ているポリエチレンマイクロビーズ（75 ～
420µmおよび 30 ～ 230µm）
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高濃度で検出された 3)。ポリエチレン樹
脂ペレット1gあたりの吸着量は、それ
ぞれPCBが最大 890ng、ジクロロジフェ
ニルジクロロエチレン（DDE：殺虫剤な
どに使用）が 1,600ng の濃度であった。
　これらの有害化学物質は、プラスチッ
クに入っている添加剤や環境中（海水中）
から吸着した物質である。マイクロプラ
スチックから検出された PCBやDDEの
濃度は、環境（海水）中濃度の数万倍
～百万倍の高濃度のものもあり、プラス
チックに吸着することで高濃度に濃縮さ
れることもわかっている。近年、世界各
地でマイクロプラスチックを飲み込んだ
動物プランクトンや小魚の事例が報告さ
れており、マイクロプラスチックを通して
残留性有機汚染物質（POPs）の生物へ
の影響が懸念されている。

　プラスチック製マイクロビーズによる環
境汚染対策として、米国ではニューヨー
ク州政府が、2014 年にマイクロビーズを

使った化粧品の販売を禁じる法案を提出
している。カリフォルニア州でも同じよう
な法案が提出されており、アメリカ連邦
議会では、2015 年末に、洗顔料や歯磨
き粉などに含まれるプラスチックビーズの
使用を禁じる法案（マイクロビーズ除去
海域法）を可決し、2017年 7月から原
則として製品への使用の禁止、2018 年
7月から微粒子を含む製品の販売を禁止
することを決定した。
　こうした政府の対応を受けて、米国
の化粧品メーカーの「ジョンソン・ア
ンド・ジョンソン」、「プロクター・ア
ンド・ギャンブル」（Ｐ＆Ｇ）、英国「ユ
ニリーバ」、仏国「ロレアル」などは、
プラスチック製スクラブを天然の果物
の種子などに転換していく考えを相次
いで発表している。
　日本でも今年（2016 年）3月に、日本
化粧品工業連合会が会員企業約1,100
社に対して、使用中止に向けた対応を行
うよう通知を行っている。

6 マイクロビーズの使用規制
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